
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

新
し
い
保
険
証
な
ど
を
送
付
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
保
険
年
金
課（
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
８
）１
２
７
５
　

新
し
い
保
険
証
は
黄
色
で
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
水
色
の
保
険

証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。

　
黄
色
の
新
し
い
保
険
証
を
７
月
中
旬
に

簡
易
書
留
郵
便（
受
け
取
り
に
印
鑑
な
ど

が
必
要
）で
送
り
ま
す
。
８
月
１
日
か
ら

は
新
し
い
保
険
証
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
は
自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
や
、

入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
る
、
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

●
対
象

　
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税（
負
担
区

分
が
低
所
得
Ⅰ
ま
た
は
Ⅱ
）の
人

●
申
請
方
法

　
認
定
証
を
持
っ
て
い
な
い
人
で
交
付

対
象
に
な
る
人
は
、
保
険
年
金
課（
合
志

庁
舎
）、
西
合
志
総
合
窓
口
課（
西
合
志

庁
舎
）、
各
支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
は
保
険
証
と
印
鑑
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
分
か
る
も
の
が
必
要
で
す
。

●
更
新
手
続
き

　
現
在
水
色
の
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
８
月
１
日
以
降
も
交
付
対
象
に
な
る

人
に
は
、
黄
色
の
新
し
い
認
定
証
を
保
険

証
と
同
封
し
て
送
り
ま
す
。
更
新
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

入
院
す
る
と
き
な
ど
は
限
度
額
適
用
認
定

証
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い

　
８
月
か
ら
３
割
負
担
に
該
当
し
、
住
民

税
課
税
所
得
１
４
５
万
か
ら
６
８
９
万
円

（
現
役
並
み
所
得
者
Ⅱ
と
Ⅰ
）の
人
は
、
入

院
な
ど
で
医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
高
額

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
、
窓
口
で
限

度
額
適
用
認
定
証
を
申
請
し
て
医
療
機
関

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
提
示
が
な
い
場

合
、
医
療
機
関
で
の
支
払
い
額
が
高
額
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

平
成
30
年
度
の

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　
７
月
中
旬
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。
保
険
料
の
増
減
な
ど
に
よ

り
、
納
め
方
が
変
わ
る
人
が
い
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
め
方

●�

特
別
徴
収
　
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ

る
納
付（
年
６
回
の
年
金
支
給
月
）

※�

事
前
の
申
し
出
に
よ
り
、
特
別
徴
収
か

ら
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す
。

●�

普
通
徴
収
　
納
付
書
払
い
や
口
座
振
替

に
よ
る
納
付（
７
月
〜
翌
年
２
月
・
毎
月
）

※�

口
座
振
替
に
す
る
に
は
事
前
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

保
険
料
の
算
定
方
法

保
険
料
の
軽
減
対
象
が
拡
大
し
ま
し
た

　
本
年
度
か
ら
保
険
料
の
均
等
割
額
の
軽

減
基
準
が
見
直
さ
れ
、
軽
減
対
象
者
が
増

え
ま
し
た
。

　
左
表
の　
　

部
分
が
変
更
箇
所
で
す
。

保険証見本

後
期
高
齢
者
の
お
口
と
体
の
健
康
診
査

　
お
口
の
健
康
が
乱
れ
る
と
虫
歯
や
歯
周

病
だ
け
で
な
く
糖
尿
病
や
心
臓
病
な
ど
に

影
響
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
症
状
が
現
れ

始
め
た
頃
に
は
悪
化
し
て
い
る
と
い
う

ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
お
口
も
体
も
年
１
回
は
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
受
診
期
限
　
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰

●
自
己
負
担
額
　
歯
科
口
腔
健
診
４
０
０
円

　
　
　
　�������

健
康
診
査
　��

８
０
０
円

●
検
査
項
目〔
歯
科
口
腔
健
診
〕問
診
、
口

腔
内
の
異
常
、
飲
み
こ
む
機
能
の
評
価
な
ど

〔
健
康
診
査
〕問
診
、
血
圧
測
定
、
肝
機
能
・

腎
機
能
検
査
、
血
糖
検
査
、
尿
検
査
な
ど

●
申
込
方
法
　
希
望
者
に
受
診
券
を
送
付

し
ま
す
の
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。
受
診
券

が
届
い
た
ら
、
医
療
機
関
へ
予
約
し
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

均等割額
４７，９００円

所得割額
（総所得金額等－
33万円）×9.26%

保険料額（年額）
（限度額62万円）

＋

＝

軽減割合 世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額など

９割
軽減

【基礎控除額（33万円）】を超えない世帯で、
被保険者全員の年金収入の控除額をそれぞ
れ80万円として計算したうえで、所得が０
円となる場合

８.５割
軽減

【基礎控除額（33万円）】を超えない世帯

5割
軽減

【基礎控除額（33万円）+27万 5千円×
世帯の被保険者数】を超えない世帯

2割
軽減

【基礎控除額（33万円）+50 万円×世帯の
被保険者数】を超えない世帯
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７
月
か
ら
本
年
度
分
の
申
請
が
で
き
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
保
険
年
金
課（
合
志
庁
舎
）　
☎（
２
４
８
）１
２
７
５

熊
本
西
年
金
事
務
所
　
　
　
☎（
３
５
３
）０
１
４
２

　
国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど

で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除

ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
３
つ
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。

保
険
料
免
除
制
度（
全
額
・
一
部
）

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

に
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。
申
請
が
承
認

さ
れ
る
と
保
険
料
納
付
の
全
額
ま
た
は
一

部（
４
分
の
３
、２
分
の
１
、４
分
の
１
）が

免
除
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
免
除
の
審
査
対

象
者
は
、
本
人
と
配
偶
者
、
世
帯
主
で
す
。

納
付
猶
予
制
度

　
本
人
が
20
歳
〜
49
歳
の
と
き
に
利
用
で

き
る
制
度
で
す
。
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と

保
険
料
の
全
額
に
つ
い
て
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。
納
付
猶
予
の
審
査
対
象
者
は
、

本
人
と
配
偶
者
で
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

　
本
人
が
学
生
の
と
き
に
利
用
で
き
る
制

度
で
す
。
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料

の
全
額
に
つ
い
て
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
の
審
査
対
象
者
は
、
本
人

の
み
で
す
。

　
い
ず
れ
も
審
査
対
象
者
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り

適
用
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
離
職
者
、震
災
・

風
水
害
な
ど
の
被
災
者
の
人
は
所
得
に
関

係
な
く
当
て
は
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
時
点
の
２
年
１
カ
月
前
の

月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
や
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
　
　

　
保
険
料
を
必
ず
納
付
す
る
か
、
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
免
除
の
申
請

を
し
ま
し
ょ
う
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・�

年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
も
の
、
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

確
認
で
き
る
書
類

・�

認
め
印（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不

要
）

離�

職
し
て
い
る
場
合
　
離
職
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
の

写
し（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど
）

学�

生
の
場
合
　
学
生
証（
コ
ピ
ー
で
も
可
）

ま
た
は
在
学
証
明
書（
原
本
）

　介護保険負担割合とは、介護保険のサービス利
用時の自己負担割合のことです。一定所得がある
人は８月から３割負担に変わります。新しい介護
保険負担割合証は要介護認定を受けている人へ７
月下旬に送付します。
　各負担割合に当てはまる人は次のとおりです。
●３割負担　本人の合計所得金額が220万円以
上で、同一世帯内の65歳以上の人の年金収入と
その他の合計所得金額が、単身なら340万円以
上、２人以上なら463万円以上の人。
●２割負担　本人の合計所得金額が160万円以
上で、同一世帯内の65歳以上の人の年金収入と
その他の合計所得金額が、単身なら280万円以
上、２人以上なら346万円以上、かつ３割負担
に当てはまらない人。
●１割負担　２割、３割負担に当てはまらない人。

●問い合わせ先　高齢者支援課　介護保険班
　（合志庁舎）　☎２４８－１１０２

　国民健康保険加入中の人で限度額適用認定証の
交付を受けている人は、医療機関の窓口に保険証
と認定証を提示することで、一部負担金の支払い
が限度額までとなります。
　この認定証は７月31日で有効期限が切れます
ので、８月に更新手続が必要です。現在、認定証
をお持ちの人へ７月下旬に更新のお知らせを郵送
しますので、新しい認定証が必要な人は８月に
なってから手続
きをお願いしま
す。
　また、高齢受
給者証は７月下
旬に対象者全員
に郵送しますの
で、手続きは不
要です。

●問い合わせ先　保険年金課（合志庁舎）
　☎２４８－１２７５

８月から介護保険負担
割合が変わります

限度額適用認定証
高齢受給者証

介護サービス利用 国民健康保険の人は更新を忘れずに
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